
 

校 長 阿部 健一郎 

１ 夏休みを終えて  

 暑いという言葉を何度聞いたかわからないほ

ど暑い夏でした。３５度は当たり前、３３度が涼

しいと錯覚するほどの暑さでしたが、関東には熊

谷市や前橋市など、強烈な暑さの地域は数多く存

在します。その中で、千葉県勝浦市が観測史上１

度も猛暑日（３５度以上）を記録していない市で

あると、恥ずかしながら初めて知りました。日本

三大朝市やビッグひな祭り、勝浦タンタン麺など

が有名な場所で、久しぶりに行こうと思いつつ、

夏休みが終わってしまいました。 

 皆さんの夏休みはいかがだったでしょうか。３

年生は高校見学や日々の学習で忙しい夏だった

と思います。２８日はオンラインでの集会で、直

接顔を見ることはできませんでしたが、登下校中

の様子からは、それぞれ充実した夏休みだったこ

とが伺えました。９月に入り、期末テストも終わ

って、これからは前期のまとめの時期となりま

す。学習や生活など、前期を振り返り、成果と課

題は何かをはっきりさせることが、まずは大切で

す。そして、成果は自分の自信として、課題は成

長するための反省として、今後に生かしてくださ

い。 

 

２ 市総体やコンクール等の結果について 

 早い競技では７月８日（土）から大会が始まり、

夏休みが始まった１５日（土）以降は、市内多く

の会場で熱戦が繰り広げられました。また、日本

武道館では合氣道部の演武大会が、君津市民文化

ホールでは県吹奏楽コンクールが開催されまし

た。美術部は、「重なる想い」をテーマに作品を

制作し、黒板アート甲子園に出品しています。 

 以下、主な結果についてご紹介いたします。 

《市総体》 

・野球部  Dブロック第３位 

 

 

 

 

 

 

・女子バスケットボール部  準優勝 

  千葉市ベスト５        （３－２） 

・相撲  団体  優勝(県総体団体 ６位) 

     個人 優勝      （３－３） 

       準優勝      （２－３） 

        3位       （２－３） 

・水泳 １００ｍ背泳ぎ 第５位  

    ２００ｍ背泳ぎ 第５位  

                （２－２） 

・柔道  個人準優勝      （３－２） 

《全日本少年少女合氣道錬成大会》 

・合氣道部  努力賞 

《千葉県吹奏楽コンクール》 

・吹奏楽部 B部門 銅賞 

 

《その他の表彰》 

・第 72回千葉県小・中・高校席書大会 

千葉日報社賞     （３－１） 

 特選        （１－２） 

 〃         （３－２） 

 〃         （３－１） 

 金賞        （３－３） 

 〃         （３－１） 

 〃         （３－２） 

 〃         （１－２） 

 〃         （１－１） 

銀賞        （１－２） 

〃         （１－２） 

〃         （２－３） 

〃         （２－２） 

 受賞された皆さん、おめでとうございます。 
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３ 防犯訓練について 

 8 月 28 日（月）に防犯訓練を実施しました。4

月には避難訓練を行い、火災を想定してグラウン

ドに避難しましたが、今回は外部からの不審者を

想定した訓練を行いました。不審者は西側昇降口

から侵入、校舎内に入ったところを職員で防ぎ、

最後はさすまたとネットランチャーを使って不

審者を確保。その様子をギガタブで撮影し、各教

室にて振り返りを行いました。昨年に続いての訓

練でしたが、犯人役の先生の演技は、昨年に増し

て気合が入っており、威嚇する大きな声は、教室

まで響いていました。校内への侵入は過去にも大

きな事件として記憶されています。まずは未然に

防止すること、もし侵入があった場合には、組織

で対応できるよう心がけたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《迫真の演技・・・犯人役は誰でしょう？》 

 

４ 学年の掲示物より（1 学年 国語） 

       次こそは 

ドクン ドクン ドクン 心臓が大きくゆれる 

ドクン ドクン ドクン 大粒の汗が僕のほほ

に玉のように流れ落ちた 1年に 1回のおみくじ 

狙うは大吉  たくさんのくじの中から 

大吉が引いて引いてと話しかけてくる 

どれにしようか迷う中 「これだ」と決めたその

くじに 手は吸い込まれるようにそれを引き 

スローモーションのように ゆっくりと中身を

見る  

       吉だ 

体中から力が抜けていく 次こそは 

次こそは必ず 大吉を仲間にしてみせる 

だけど今日引いたそのくじは  

僕の 1年の相棒となる 


